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平成２６年１２月１５日

発　　行

12 月 1 日現在の会員数 　1,140 名

躍
す
る
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト 

須
田 

慎
一
郎
氏
に
よ
る
最

新
の
経
済
情
報
を
含
む
辛
口
ト
ー
ク
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
講
演
は
、
予
定
の
一
時
間
三
十
分
を

十
分
オ
ー
バ
ー
し
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
須
田
氏
は
「
日
本
の
経
済
を
支
え
て
き
た
の
は
“
自

動
車
”“
電
機
”“
機
械
”。
最
近
は
電
機
が
そ
の
役
割
を
終
え
つ
つ

あ
り
、
今
後
の
経
済
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
は
電
機
に
変
わ
る
新

し
い
産
業
を
創
り
出
す
こ
と
が
重
要
」
と
訴
え
る
と
と
も
に
、「
す

で
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
新
し
い
産
業
を
頭
の
片
隅
に
で
も
置
き
な

が
ら
日
々
の
仕
事
に
励
む
こ
と
が
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
い
て
い

る
経
済
に
遅
れ
を
と
ら
な
い
た
め
の
方
法
の
ひ
と
つ
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
。「
こ
れ
か
ら
四
、五
年
で
経
済
は
劇
的
に
変
化
す
る
。
今
か

ら
自
分
自
身
の
商
売
の
こ
と
を

振
り
返
り
、
未
来
を
考
え
て
ほ

し
い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
講
演
会
に
参
加
頂
い
た

の
は
一
二
〇
名
。

　

講
演
会
は
商
工
会
理
事
で
広
島

北
法
人
会 

高
陽
支
部
の
田
邊
副
支

部
長
の
閉
会
挨
拶
に
よ
り
終
了
し

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
会
員
交
流
会
が
実
施

さ
れ
、
商
工
会
理
事
総
務
委
員
長

で
広
島
北
法
人
会 

高
陽
支
部
大
前

支
部
長
の
挨
拶
に
よ
り
開
始
と
な

り
、
今
回
の
講
演
会
に
講
師
と
し

て
お
招
き
し
た
須
田 

慎
一
郎
氏
に

も
参
加
頂
き
、
木
戸
副
会
長
の
乾

杯
の
発
声
に
よ
り
、
和
や
か
で
大

変
盛
り
上
が
っ
た
会
員
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
は
髙
地
副
会

長
の
中
締
め
に
よ
り
、
有
意
義
な
交
流
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
　

記
事　

事
務
局
長　

増
田 

隆
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
二
十
六
年
九
月

十
三
日
（
土
）
午
後
六
時

よ
り
高
陽
町
商
工
会
館

二
階
ホ
ー
ル
に
て
、
公

益
社
団
法
人 

広
島
北
法

人
会 

高
陽
支
部
と
の
共

催
で
、『
平
成
二
十
六
年

度　

夏
季
講
演
会
＆
会

員
交
流
会
』
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
夏
季
に
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
の
は
昨

年
に
続
い
て
二
回
目
で

あ
り
、「
高
陽
町
商
工
会 

長
期
行
動
計
画
」
に
基

づ
き
、
会
員
の
皆
様
に

対
し
て
最
新
の
政
治
経

済
情
報
を
ご
提
供
す
る

機
会
と
し
て
、
ま
た
会
員
相
互
の
異
業
種
交
流
に
よ
る
相

互
利
用
を
促
進
し
た
い
と
企
画
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
、“
夕
刊
フ
ジ
”
や
“
週
刊
ポ
ス
ト
”“
週
刊
新
潮
”

な
ど
で
執
筆
活
動
を
続
け
る
か
た
わ
ら
、
テ
レ
ビ
朝
日

『
ビ
ー
ト
た
け
し
の
T
V
タ
ッ
ク
ル
』、
読
売
テ
レ
ビ
『
た

か
じ
ん
の
そ
こ
ま
で
言
っ
て
委
員
会
』、テ
レ
ビ
大
阪
『
た

か
じ
ん 

Ｎ
Ｏ 

マ
ネ
ー
』
な
ど
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
報

道
番
組
な
ど
で
活
躍
中
の
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
須
田 

慎
一
郎
氏

を
東
京
よ
り
お
招
き
し
、『
ど
う
な
る
日
本
!　

日
本
経
済
の
明
日

を
読
む
！
』
と
題
し
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

大
下
会
長
の
講
演
会
開
会
挨
拶
に
続
き
、
第
一
線
で
活

総
務
委
員
会
報
告
　
　	

	
	

	
	

	
	

　
　
　
総
務
委
員
会
委
員
長
　
大
前 

清
治
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組
み
、
今
年
度
は
飲
食
業
を
メ
イ
ン
に
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま

し
た
。
お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
や
P
R
特
典
な
ど
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
第
一
弾
と
し
て
九
月
二
十
日
（
土
）
の
朝
刊
へ
新
聞

折
り
込
み
を
実
施
し
、二
万
四
千
世
帯
へ
配
布
を
し
ま
し
た
。

第
二
弾
は
十
二
月
の
中
旬
に
新
聞
折
り
込
み
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
第
一
弾
よ
り
も
サ
イ
ズ
を
大
き
く
し
、
カ
ラ
ー
で

見
や
す
い
マ
ッ
プ
に
仕
上
が
る
予
定
で
す
。
皆
さ
ま
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

記
事　

商
業
部
部
長　

池
本 

年
文

　

こ
う
よ
う
・
し
ら
き
産
直
市

　

十
一
月
三
日
（
月 

祝
）
第
六
回
こ
う
よ
う
・
し
ら
き
産

直
市
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
日

か
ら
餅
つ
き
の
道
具
材
料
の
持

ち
出
し
と
青
年
部
事
務
局
の
皆

さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
女
性
部
も
加
わ
り
餅
を

付
い
た
り
販
売
を
し
た
り
と
賑

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
・
三
日
と
雨
の
予
報
で

し
た
が
予
報
も
外
れ
素
晴
ら
し

い
天
気
に
も
恵
ま
れ
会
場
の
準

備
も
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
も
ス
バ
ラ
シ
イ
産
直
市
の

チ
ラ
シ
も
出
来
、
大
変
効
果
が
あ

っ
た
様
に
思
い
ま
し
た
。

　

例
年
通
り
大
下
会
長
の
挨
拶
に

始
ま
り
十
時
開
店
。
野
菜
・
米
・

餅
の
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
演
技
、
オ
ー
セ

ッ
ト
合
唱
団
に
よ
る
歌
、
そ
し
て

フ
ラ
ダ
ン
ス
と
賑
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

午
後
の
部
に
は
加
計
高
校
芸
北
分
校
に
よ
り
神
楽

会
員
親
睦
日
帰
り
旅
行

平
成
二
十
六
年
十
一
月
九
日
、
高
陽
町
商
工
会
と
広
島
北

法
人
会
高
陽
支
部
と
の
共
催
に
よ
り
、
～
“
人
の
縁
も
旅

の
繋
が
り
” 

会
員
親
睦
日
帰
り
旅
行
～

を
テ
ー
マ
に
出
雲
大
社
・
島
根
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
巡
る
出
雲
の
旅
と
題
し
、
会
員

親
睦
日
帰
り
旅
行
を
企
画
実
施
致
し
ま

し
た
。

当
日
の
朝
は
霧
雨
の
降
る
中
、
バ
ス

二
台
に
総
勢
七
十
七
名
が
分
乗
。
一
号

車
で
は
大
下
商
工
会
会
長
か
ら
、
二
号

車
で
は
広
島
北
法
人
会
高
陽
支
部 
大

前
支
部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

出
発
式
終
了
後
は
、
飲
物
を
親
睦
旅

行
参
加
者
に
配
る
と
と
も
に
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
今
回
の
会
員
親
睦
日

帰
り
旅
行
が
広
島
北
法
人
会
高
陽
支
部
と
の
共
催
で
あ
る
こ

と
よ
り
、
車
中
に
て
税
務
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
、
研

修
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
多
く
の
参
加
者
が
熱
心
に
視
聴

し
、
会
員
に
と
り
ま
し
て
有
意
義
な
Ｄ
Ｖ
Ｄ
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

今
回
の
旅
行
先
は
、
神
々
の
国
出
雲
。
こ
の
地
の
象
徴
で

あ
る
か
の
よ
う
に
そ
そ
り
た
つ
「
平
成
の
大
遷
宮
」
が
行
わ

れ
て
い
る
縁
結
び
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
る
大
国
主
大
神

（
お
お
く
に
ぬ
し
の
お
お
か
み
）
を
ま
つ
る
出
雲
大
社
へ
の

参
拝
と
観
光
が
主
た
る
目
的
で
し
た
。
折
し
も
十
月
五
日
に

は
、
こ
こ
出
雲
大
社
に
於
い
て
、
出
雲
大
社 

権
宮
司
の
千

家
国
麿
さ
ん
と
高
円
宮
家
の
次
女
典
子
さ
ま
と
の
結
婚
式
が

執
り
行
わ
れ
て
お
り
、
八
雲
山
を
背
に
し
た
神
域
は
森
厳
な

空
気
が
流
れ
、
そ
の
中
で
数
千
年
も
の
歴
史
を
持
ち
、
威
容

を
誇
る
神
殿
は
、
厳
粛
な
緊
張
感
と
と
も
に
時
の
話
題
性
も

加
わ
り
、
境
内
は
多
く
の
参
拝
客
で
溢
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
場
所
を
移
し
、
大
下
商
工

会
会
長
、
大
前
広
島
北
法
会
高
陽
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、

木
戸
副
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
発
声
で
開
始
し
た
和
や
か
な
昼

食
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
出
雲
大
社
東
方
の
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物

館
を
訪
れ
、
出
雲
大
社
境
内
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た

宇う

豆ず
ば
し
ら柱
を
は
じ
め
と
し
た
当
時
の
展
示
物
を
見
学

し
、
全
て
の
ス
ケ
ー
ル
が
壮
大
な
出
雲
大
社
の
歴
史

と
建
造
物
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
は
途
中
休
憩
を
取
り
な
が
ら
一

路
広
島
に
向
け
バ
ス
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
霧
雨
模
様

で
あ
っ
た
天
候
も
午
後
か

ら
は
回
復
し
、
車
窓
か
ら

見
る
ま
っ
赤
に
紅
葉
し
た

県
北
の
美
し
い
山
々
は
、

晩
秋
の
夕
陽
に
映
え
、
青

く
澄
み
切
っ
た
空
と
の
絶

妙
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、

広
島
県
を
代
表
す
る
日
本

画
家
の
一
人 

奥
田
元
宋

の
絵
画
に
あ
る
『
元
宋
の

赤
』
そ
の
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。

参
加
者
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
、
心
地
良
い
疲
れ

の
中
、
本
日
の
「
会
員
親

睦
日
帰
り
旅
行
」
を
無
事
終
了
し
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
致
し

ま
す
。

記
事　

事
務
局
長　

増
田 

隆
文

商
業
部
報
告	

　
　
　
商
業
部
部
長
　
池
本 

年
文

　

飲
食
店
マ
ッ
プ
作
成
に
つ
い
て

　

商
業
部
で
は
今
年
度
、『
飲
食
店
マ
ッ
プ
』
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
会
員
事
業
所
の
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
を
目
的
に
取
り
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『
八ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ

岐
大
蛇
』を
舞
っ
て
い
た
だ
き
、大
変
感
動
致
し
ま
し
た
。

　

観
客
は
予
想
を
は
る
か
に
超
え
、
椅
子
が
少
な
い
と
か
、

前
列
に
ゴ
ザ
で
も
い
い
か
ら
ほ
し
い
と
言
う
声
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
「
放
課
後
広
カ
ワ
団
」
の
歌

で
終
わ
り
、
最
後
に
ス
テ
ー
ジ
か
ら
の
“
パ
ン
ま
き
”
で
本

日
の
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
を
終
了
。後
片
付
け
そ
し
て
解
散
。

事
故
も
な
く
終
わ
り
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
会
員
、
役
員
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

記
事　

商
業
部
部
長　

池
本 

年
文

工
業
部
報
告
　
　
　
工
業
部
部
長
　
山
本 

靖
則

　

工
業
部 

先
進
地
視
察
研
修

開
催
期
間
：
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
七
～
二
八
日

視
察
場
所
：
岡
山
理
科
大
学
・
豊
岡
カ
バ
ン
の
体
験

　
　
　
　
　
竹
田
城
跡
・
姫
路
城

　

今
年
度
の
工
業
部
視

察
研
修
は
十
九
名
で
、

世
界
で
初
め
て
淡
水
で

海
水
魚
を
育
て
る
事
に

成
功
し
た
岡
山
理
科
大

学
の
山
本 

俊
政
准
教
授

に
お
話
を
お
伺
い
し
て

き
ま
し
た
。

　

淡
水
で
海
水
魚
を
育

て
る
発
想
は
、
山
の
中

腹
に
あ
る
大
学
の
飼
育

施
設
の
海
水
を
入
替
え

る
作
業
に
時
間
も
費
用
も
掛
か
り
、
何
と
か
な
ら
な
い
か
？

か
ら
研
究
が
始
ま
っ
た
と
の
事
で
、
何
度
も
試
行
錯
誤
す
る

う
ち
に
、
海
水
魚
に
必
要
な
成
分
を
取
込
む
事
に
よ
り
、
な

し
え
た
魔
法
の
水
で
す
。

　

人
工
的
に
管
理
さ
れ
た
環
境
の
中
で
育
成
さ
れ
、
水
源
が

あ
れ
ば
山
の
中
で
も
海
水
魚
の
飼
育
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

淡
水
で
も
海
水
で
も
な
い
た
め
病
気
も
発
生
し
に
く
く
成
長

も
早
く
、
水
を
ろ
過
し
て
飼
育
水
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
、

味
も
良
い
と
好
評
と
の
事
で
す
。

　

現
在
は
稚
魚
か
ら
の
育
成
で
す
が
こ
れ
か
ら
は
卵
か
ら
成

魚
に
育
成
し
、ま
た
卵
を
産
ん
で
…
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、

好
適
環
境
水
を
利
用
し
て
、
世
界
の
食
糧
危
機
を
乗
り
越
え

ら
れ
る
よ
う
今
後
も
ろ
過
の
方
法
や
植
物
へ
の
利
用
も
研
究

し
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　

視
察
し
た
後
、
昼
食
を
と
り
、 

か
ば
ん
工
場
た
な
か 

で

カ
バ
ン
作
り
体
験
を
し
て
旅
館
に
入
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
但
馬
の
守
護
大
名
・
山
名
宗
全
が
基
礎
を
築

い
た
と
さ
れ
る
竹
田
城
跡
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
堪
能
し

ま
し
た
。
姫
路
城
近
く
で
昼
食
を
と
り
、
黒
田
官
兵
衛
大

河
ド
ラ
マ
館
と
姫
路
城
を
見
学
し
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

記
事　

事
務
局　

大
原  

弘
典

青
年
部
報
告
　
　
　	

青
年
部
部
長
　
松
下
　
仁

　

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
対
会

　

九
月
四
日
（
木
）

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
広
島
で
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
青
年
部
主
張
発
表

大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

広
島
県
代
表
は
広

島
東
商
工
会
青
年
部

の
福
田
さ
ん
で
、
残

念
な
が
ら
全
国
大
会

出
場
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
優
勝
し
た
香
川
県
小
豆

島
商
工
会
青
年
部
柴
田
さ
ん
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
、
青
年
部

活
動
に
対
し
て
の
熱
い
思
い
が
と
て
も
伝
わ
っ
て
く
る
良
い

主
張
発
表
で
し
た
。

　

そ
し
て
講
演
会
は
堀
江
貴
文
氏
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、未
来
の
Ｉ
Ｔ
の
可
能
性
に
つ
い
て
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

来
年
は
広
島
県
か
ら
全
国
大
会
出
場
者
が
出
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記
事　

青
年
部
副
部
長　

江
川 

卓
也

　

第
十
六
回
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
（
新
潟
大
会
）

十
一
月
十
二
日
（
水
）
～
十
三
日
（
木
）
の
二
日
間
、

商
工
会
青
年
部
全
国
大

会
が
新
潟
市
朱
鷺
メ
ッ

セ
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
北
海
道
か
ら

沖
縄
県
ま
で
全
国
の
青

年
部
が
約
三
千
人
集
ま

り
ま
し
た
。
高
陽
町
商

工
会
青
年
部
か
ら
は
私

を
含
め
二
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
が
終
わ
り
い
よ
い
よ
表
彰
式
。
今
年
は
ヒ
ュ
ー
マ

ン
部
門
で
私
が
六
名
表
彰
の
う
ち
の
一
人
と
し
て
三
千
人
の

前
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
し
て
頂
き
、
良
い
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
主
張
発
表
大
会
、
研
修
会
、
懇
親
会

が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
全
国
部
長
会
議
に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。
部

長
と
し
て
最
後
の
参
加
で
し
た
が
、
参
加
し
て
い
る
全
国
の

青
年
部
は
本
当
に
熱
い
! !
。
残
り
半
年
の
部
長
任
期
を
し
っ

か
り
務
め
、
青
年
部
後
任
役
員
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

記
事　

青
年
部
部
長　

松
下　

仁
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視
察
旅
行　

〜
京
都
〜

　

平
成
二
十
六
年
卒
業
生
慰
安

旅
行
を
兼
ね
て
八
月
二
日
・
三

日
の
二
日
間
で
京
都
へ
視
察
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

京
都
で
は
生
八
つ
橋
手
作
り

体
験
や
、
お
稲
荷
さ
ん
の
総
本

宮
の
伏
見
稲
荷
大
社
へ
お
参
り

し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
雨
の
川
床
デ

ビ
ュ
ー
を
し
、
青
年
部
員
と
の
親
睦
も
深
め
良
い
視
察
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。

記
事　

青
年
部
部
員　

葉
畑  

伸
一

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　　

九
月
二
十
七
日
（
土
）
平
成
二
十
六
年
度
広
島
県
商
工
会

青
年
部
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ

交
流
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
安
佐
南
区
沼
田
運
動

広
場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

青
年
部
は
こ
の
日
の
為

に
練
習
を
重
ね
、
技
術
や

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
を
高
め

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
試

合
前
の
対
戦
相
手
を
決
め
る
く

じ
引
き
で
松
下
部
長
が
な
ん
と

一
番
を
引
き
、
選
手
宣
誓
を
行

う
事
と
な
り
ま
し
た
。
広
島
県

の
十
二
地
区
商
工
会
青
年
部
が

見
守
る
中
素
晴
し
い
宣
誓
を
行

い
、
高
陽
町
の
青
年
部
は
最
高

潮
に
士
気
を
高
め
、
試
合
に
臨
む
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
二
試
合
戦
っ
た
対
戦
相
手
は
最
終
的
に
決
勝
戦

に
進
ん
だ
強
豪
チ
ー
ム
で
し
た
。
く
じ
運
が
良
か
っ
た
の
か

悪
か
っ
た
の
か
は
さ
て
お
き
、
熱
い
熱
い
戦
い
で
チ
ー
ム
内

は
も
ち
ろ
ん
、
他
地
域
と
の
交
流
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

記
事　

青
年
部
広
報
委
員
長　

渡
辺　

哲
司

青
年
部
0
B
会	

　
青
年
部
O
B
会
会
長
　
増
井 

克
志

　

〜　

第
三
回
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
総
会
を
開
催　

〜

　

平
成
二
十
六
年
七

月
二
十
八
日
（
月
）

に
第
三
回
青
年
部
Ｏ

Ｂ
総
会
を
商
工
会
館

に
て
開
催
し
ま
し

た
。
平
成
二
十
三
年

の
十
一
月
に
発
足
し
、

三
年
が
経
ち
ま
し
た
。

当
日
は
第
一
号
議

案
で
は
平
成
二
十
五

年
度
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
書
の
承

認
に
つ
い
て
、
第

二
号
議
案
で
は
平
成

二
十
六
年
度
事
業
計

画
書
並
び
に
収
支
予

算
書
の
承
認
に
つ
い

て
、
審
議
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
出
席
の
青
年
部
松
下
部
長
か
ら
「
青
年
部
活
動
報

告
と
部
員
増
強
に
つ
い
て
」
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の

後
は
出
席
者
全
員
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
懇
親
会
を
開
催
し

て
昔
話
や
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

し
た
。

青
年
部
規
約
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
青
年
部
Ｏ
Ｂ
会

は
「
自
己
の
資
質
向
上
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
と
共

に
、
青
年
部
在
部
中
に
得
た
知
識
と
経
験
を
基
に
、
高
陽
・

白
木
地
区
商
工
業
の
振
興
発
展
及
び
青
年
部
活
動
に
寄
与
す

べ
き
提
言
、協
力
を
行
う
こ
と
」を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
青
年
部
と
し
て
活
躍
し
、
経
験
豊
富
な
Ｏ
Ｂ
と

し
て
商
工
会
青
年
部
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
温
か
く
見
守
っ
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

記
事　

青
年
部
Ｏ
Ｂ
会　

会
長　

増
井 

克
志

女
性
部
報
告
　
　
女
性
部
部
長
　
大
瀬
戸 

紫
苑
子

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会　

親
善
ビ
ー
チ

　

ボ
ー
ル
バ
レ
ー
県
大
会
出
場

　

高
陽
町
商
工
会
女
性
部
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
二
位
の
活
躍

　

十
月
三
日
（
金
）
第
二
十
九
回
親
善
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ

ー
県
大
会
が
、
広
島
県
立
総
合
体
育
館

小
ア
リ
ー
ナ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
本
大
会
、
シ
ニ
ア
大
会

併
せ
て
県
内
か
ら
二
十
チ
ー
ム
が
参

加
し
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝
リ
ー
グ
と

戦
い
ま
し
た
。
ど
の
出
場
チ
ー
ム
と

も
日
ご
ろ
か
ら
練
習
を
し
て
い
る
よ

う
で
、
サ
ー

ブ
、
レ
シ
ー

ブ
、
ア
タ
ッ

ク
そ
し
て
連

係
プ
レ
ー
と

見
事
な
動
き
を
披
露
し
て
い
ま
し

た
。高

陽
町
商
工
会
女
性
部
か
ら
参

加
し
た
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
は
、
激
戦
を
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勝
ち
抜
き
見
事
二
位
に
輝
き
ま
し
た
。
一
方
本
大
会
チ
ー
ム

は
、
優
勝
を
め
ざ
し
ま
し
た
が
、
実
力
を
発
揮
す
る
こ
と
な

く
予
選
リ
ー
グ
敗
退
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昨
年
は
、
本
大
会
チ
ー
ム
が
二
位
、
今
年
は
シ
ニ
ア
チ
ー

ム
が
二
位
と
な
っ
た
こ
と
で
、
来
年
こ
そ
は
ダ
ブ
ル
優
勝
を

狙
い
ま
す
。

記
事　

女
性
部
部
長　

大
瀬
戸 

紫
苑
子

　

第
七
回
女
性
部
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
開
催

七
月
十
三
日
（
日
）
女
性
部
で
は
、

定
住
化
支
援
対
策
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
、
高
陽

町
商
工
会
館
に
お
い
て
、
男
女
合
わ

せ
て
三
十
七
名
の
参
加
の
も
と
開
催

し
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
開
会
行
事
に
続

き
、
ま
ず
男
性
陣
が
、
会
場
前
列
へ

整
列
し
て
自
己
紹
介
を
行
い
、
次
に

女
性
陣
が
整
列
し
自
己
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。
会
場
が
多
少
和
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
ミ
ニ
ト
ー
ク
タ

イ
ム
を
開
始
。

熱
心
に
メ
モ
を
と
る
人
や
意
気
投
合
し
談
笑
す
る
人
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
今
度
は
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
を
飲
み

な
が
ら
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
タ
イ
ム
、
積
極
的
に
話
す
方
や
同

性
同
士
で
話
す
方
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

フ
リ
ー
タ
イ
ム
終
了
後
は
、
各
自
希
望
者
を
記
入
、
事
務

局
が
集
計
し
、
い
よ
い
よ
司
会
者
か
ら
ら
結
果
発
表
で
す
。

結
果
、
今
回
は
二
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
成
立
、
記
念
品
と
し

て
ペ
ア
食
事
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
二
人
で
ド
ラ
マ
を
つ
く
り
、
愛
を
育
ん
で

頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

記
事　

女
性
部
部
長　

大
瀬
戸 

紫
苑
子

　

平
成
二
十
六
年
度
女
性
部
セ
ミ
ナ
ー
開
催

八
月
二
十
二
日
（
金
）
高
陽
町
商
工
会
館
に
お
い
て
、
部

員
十
七
名
の
参
加
に
よ
り
、
平
成
二
十
六
年
度
女
性
部
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

毎
年
開
催
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
、
今
年
度
は
、「
年
金
・

医
療
・
介
護
」
を
テ
ー
マ
に
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
㈱
チ

ー
フ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
山
下
真
一
氏
が
講
演
を
行
い
ま
し

た
。講

演
で
は
、
ま
ず
老
後
に
か
か
る
資
金
に
つ
い
て
、
年
齢

か
ら
算
出
さ
れ
る
額
を
例
示
し
、
す
る
と
会
場
内
は
、
そ
の

額
に
驚
き
、
次
に
公
的
年
金
制
度
や
支
給
額
、
受
け
取
り
開

始
時
期
と
受
け
取
れ
る
総
額
な
ど
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
は
、公
的
医
療
保
険
と
介
護
保
険
に
つ
い
て
説
明
、

特
に
介
護
保
険
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
方
法
や
自

己
負
担
額
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
、
受
講
者
一

同
、
非
常
に
興
味
深
そ
う
に
そ
の
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。非

常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

記
事　

女
性
部
部
長　

大
瀬
戸 

紫
苑
子

　

女
性
部
忘
年
会
開
催

　

高
陽
町
商
工
会
女
性
部
は
、
十
二
月
一
日
（
月
）
高
陽
町

商
工
会
館
に
て
、
部
員
四
十
二
名
の
参
加
の
も
と
忘
年
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
部
長
の
あ
い
さ
つ
、
局
長
か
ら
日
頃
の
お

礼
、
乾
杯
を
皮
切
り
に
始
ま

り
で
す
。
今
年
は
、
部
員
同

士
の
交
流
を
進
め
る
た
め
席

を
く
じ
で
決
め
ま
し
た
。
最

初
は
ぎ
こ
ち
な
い
様
子
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ

は
女
性
、
あ
っ
と
い
う
間
に

古
く
か
ら
の
知
り
合
い
の
よ

う
な
状
況
で
す
。
お
酒
が
進

む
ほ
ど
に
、
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
へ
と

流
れ
、
会
場
の
雰
囲
気
は
最
高
潮
、

最
後
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
の
曲
に
合
わ

せ
、
全
員
が
輪
に
な
っ
て
手
を
つ
な

ぎ
大
合
唱
し
ま
し
た
。

「
楽
し
く
な
く
ち
ゃ
あ
～
商
工
会
女
性

部
じ
ゃ
な
い
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
ど
お
り
楽
し
い
忘
年
会
で
し
た
。

こ
ん
な
楽
し
い
女
性
部
、
入
部
し
て

は
い
か
が
で
す
か
？記

事　

女
性
部
副
部
長　

赤
﨑 

公
美
子

　

〜
広
島
エ
フ
・
ド
ゥ
支
援
事
業
〜

　

十
一
月
三
十
日
（
日
）
に
プ
ロ

フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
で
あ
り
高
陽

町
商
工
会
が
長
期
五
年
の
行
動
計

画
の
中
で
支
援
し
て
い
る
“
広
島

エ
フ
・
ド
ゥ
”
が
安
佐
北
区
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
て
千
葉
県
の
柏

T
O
R,
8
2
と
第
七
節
を
戦
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
十
一
時
か
ら
Ｆ
リ
ー
グ

の
Ｕ
２
３
選
抜
に
よ
る
石
川
県

に
本
拠
地
を
置
く
ビ
ー
ク
ス
白
山

と
の
試
合
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
時
四
十
分
か
ら
は
広
島
高
陽
Ｆ
Ｃ
と
シ
ー
ガ
ル
広
島
に

よ
る
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が

行
わ
れ
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
十
四
時
か
ら
は
メ
イ
ン

試
合
の
キ
ッ
ク
オ
フ
、
攻
防
の
末
、

我
ら
が
広
島
エ
フ
・
ド
ゥ
が
四
対

三
で
勝
利
し
ま
し
た
。
当
日
は
約

四
五
〇
名
を
超
え
る
入
場
者
数
で
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し
た
。
各
選
手
の
応
援
団
が
あ
り
大
い
に
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
又
、
試
合
の
ス
コ
ア
予
想
に
よ
り
、
的
中
者
に
は

熊
野
筆
が
あ
た
る
抽
選
会
も
あ
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
高
陽
町
の
地
元
プ
ロ
フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
“
広
島

エ
フ
ド
ゥ
”
を
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

記
事　

高
陽
町
商
工
会　

会
長　

大
下 

秀
明

　

〜
『
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
』
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
〜

　

商
工
会
の
経
理
・
決
算
シ
ス
テ
ム
『
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳

セ
ミ
ナ
ー
』
を
十
月
六
日

（
月
）
に
高
陽
町
商
工
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
平
成
二
十
六
年
４
月

か
ら
の
消
費
税
改
正
に
係

る
転
嫁
対
策
と
、
日
々
の

取
引
入
力
の
説
明
を
中
心

に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
『
ネ
ッ
ト

d
e
記
帳
』
を
利
用
中
の

事
業
所
と
新
た
に
利
用
を

考
え
て
お
ら
れ
る
事
業
所

の
代
表
者
や
経
理
担
当
者

の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
合
同
会
社　

赤
羽 

赤
羽
芳
弘
氏
か
ら
消
費
税
転
嫁
対

策
と
そ
れ
に
伴
う
注
意
点
等
の
説
明
と
実
際
の
入
力
方
法
に

つ
い
て
２
時
間
半
の
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
デ
ー
タ
を
管
理
し
て
、
税
法
改
正
に
も
対

応
し
た
“
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
ど
こ
か
ら
で
も
”
入
力

出
来
る
商
工
会
の
『
ネ
ッ
ト
d
e
記
帳
』
を
会
員
の
皆
さ
ま

に
お
勧
め
し
て
ま
す
。

記
事　

事
務
局　

熊
谷 

典
行

　

平
成
二
十
六
年
度 

 　
　
　

集
団
健
康
診
断
を
開
催

日　

時
…
平
成
二
十
六
年

　
　
　
　

十
月
二
十
一
日
（
火
）

場　

所
…
高
陽
町
商
工
会
館

参
加
者
…
二
九
四
名

毎
年
恒
例
の
集
団

検
診
を
メ
デ
ィ
ッ
ク

ス
広
島
に
よ
り
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
は
、
事
業
所

数
七
十
六
事
業
所
・

参
加
人
数
二
九
四
名

の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
事
業
主
に
対
し
て
健

康
診
断
は
、
従
業
員
さ
ん
が
お
ら
れ
れ
ば
一
年

に
一
回
の
受
診
を
義
務
づ
け
て
お
り
、
会
員
の

皆
様
の
利
便
性
・
時
間
短
縮
等
に
役
立
て
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
と
始
ま
っ
た
事
業
で
す
。

商
工
会
館
は
診
察
室
と
化
し
て
、
駐
車
場

も
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
午
後
か
ら
は
徐
々
に

落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
商
工
貯
蓄
共
済
に
ご
加
入
い
た
だ

い
て
い
る
方
に
は
助
成
金
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
多
く
の
会
員
さ
ん
に
集
団
検
診
を

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。記事　

事
務
局　

大
原 

弘
典

事　　業　　所　　名 地区名 代　表　者 業　　　種

一般社団法人　ほたる 深 川 中久保直樹 整骨院

㈱スキャット 三 田 伊藤　邦晃 障害福祉サービス業

大賀内装 口 田 大賀　　匠 内装業

山本佳代美 口 田 山本佳代美 不動産

牛尾敏希 高 南 牛尾　敏希 電気計装

ＮＥＷ　ＣＲＯＷＮ 口 田 宮渕　正之 理容業

ヒラキ住設 落合東 開　　栄介 上下水道・衛生設備・
配管工事

お好み焼き　ふく十 口田東 奥田　陽子 飲食業

（一社）ココロクリエイティブ 深 川 浅野　北斗 福祉、保健・医療

桑木弘成 口田東 桑木　弘成 設備工事業

今枝仁法律事務所 中 区 今枝　　仁 弁護士

㈱要建築積算事務所 落 合 坂田　修一 建築積算

こすも土地家屋調査士事務所 落合東 木村　倫子 土地家屋調査士

木津ひとみ 南 区 木津ひとみ 家庭健康療法

事　　業　　所　　名 地区名 代　表　者 業　　　種

岡崎工業 真 亀 岡崎　宏之 鉄筋工事業

つかさ建設㈱ 口 田 平井　淳司 建設業

もりやま整体 深 川 森山　美鈴 整体

吉本友幸 三 田 吉本　友幸 防災設備事業

花の岩田屋 亀 崎 熊野千佳子 花・植木小売業

金沢屋　広島深川店 上深川 錦織　政則 内装

スラブ北店 三 田 河井　孝司 防水工事

つぼみ助産院 竹原市 桑原　真由 助産師

健康宅配センター広島 落合東 中村　四郎 牛乳宅配

お好み焼き　みつわ 口田東 楠木　耕平 お好み焼き店

ＭＡＴＳＵＩ 小河原 松井　待二 鉄筋工事全般

ＯＦＫ工業 落合東 太田　浩志 建設業（外壁）

flower villege company 亀 崎 花村　　太 空調設備

藤谷真由美 中 区 藤谷真由美 冠婚葬祭業

新入会員紹介　（入会期間　２６年６月１１日～２６年１１月２６日）
ご入会ありがとうござい

ます。おかげ様で新しい仲間が増えました !!
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◆加入資格　　
　当商工会の地区内（旧高陽町 ･ 白木町）において、営業所、事務所、工場又は
   事業場を有する商工業者の方。
◆加入金及び年会費
　加入金　　10,000 円
　年会費　　個人事業者 11,000 円　　法人事業者 13,000 円
　　　　　   特別会員（種類により会費額が異なります。詳細は商工会へお問い合わせ下さい。）
　　　　　    ※ 尚、加入月により減免制度あり。
◆ご紹介方法
　お知り合いの方に入会についてお声掛頂き加入申込書にご記入の上、FAX 又は TEL にてご連絡
　お願いします。　
　（加入申込書は商工会事務局に準備しています。）
　商工会入会メリット、お役に立てる事業案内を準備していますのでご利用下さい。
　（必要時は商工会事務局へお申し付け下さい。）
　※ 入会については役員会承認後ご本人に承諾書を送付し加入金及び会費を納入された時点で正式
　　 加入となります。

高陽町商工会　事務局
♥本　　所　　安佐北区深川５丁目 21-21　　TEL:842-0186　　FAX：845-0939
♥白木支所　　安佐北区白木町秋山 2391-4　 TEL:828-0703　　FAX：828-1764

お知り合いの方を
　　　ご紹介ください !!

事 務 局 員 紹 介 

補助員（白木支所） 
中 野 政 恵

記帳指導員 
佐 藤 美 幸

記帳指導員 
石 田 夫知永

補助員 
永 田 八千代

記帳指導員 
平 田 智 子

記帳指導員 （白木支所）
上 田 良 子

事務局長
増 田 隆 文
狩留家地区担当

課長 経営指導員  
山 﨑 祐 輔
倉掛・亀崎
口田東地区担当

課長補佐 経営指導員  
大 原 弘 典
落合・口田
上深川地区担当

経営指導員 
大 上 恵 子
真亀・落合東
深川地区担当

経営指導員 
熊 谷 典 行
白木・小河原
　　　地区担当
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